
植物豆ハカセの 

生田の植物講座 
２０１２年４月６日（金）１２：００～１２：４５ 

花粉症の原因になる 
オオブタクサが 

たくさん生えてきたよ 

雑
草
っ
て
可
愛
い 

講師 農学部３年里山班佐々木氏 
福島県出身。植物や樹木の成長を手助けするために 
常に準備を欠かさない。日々植物を調べ、管理作業に結
びつけている。 

講師 農学部２年里山班金枝氏 
青森県出身。野草愛好家。薬草や野草茶を楽しんでいる。 
植物が人の暮らしに密接である喜びを表現。植物にまつわ
る雑学の豊富さで定評がある。 

ハコベ柔らかいね 

 新入生ガイダンスの間、在校

生向けの植物講座を開催しました。 
 桜が舞う暖かい日差しの下、常
日頃から里山班で植物を調べて
いる農学部3年佐々木さんと2年
金枝さんから教えてもらいました。 
 
 佐々木さんは通学路であるバイ
ク坂にあったクマザサやエノキの
実生がなくなり、代わりに花粉症
の原因になる外来種が増えてい
ることを伝えました。 
 
 食べられる野草とその効能につ
いて金枝さんが説明。タラノメを採
集するときは木が枯れないように
少しは残すのがマナーと話しました。 
 参加者は知識を生かして自然を
守る活動につなげる大切さを実感
していました。 

  

メモを取る参加学生の真剣な表情 

実際に触って柔らかさや毛の生え方を体感 

 生田ボランティアセンター学生スタッフ里山班は、植物調査や生物調査を
行い、多くの学生が自然への理解関心を高める活動を行っています。 
 調査をもとに貴重な植物が保護保全される空間を作り、生き物が多様に
生息生育するよう植生管理計画を立てて作業しています。足元の小さな花
の命が、豊かな自然につながっていることを体感した講座でした。 

 
4月の植生管理活動は4月18日、25日の午後です。 

興味のある方は、生田キャンパス学生会館2階生田ボランティアセンターこなら楽舎までお気軽にご連絡ください。 

記：明治大学生田ボランティアセンターこなら楽舎本間 


